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1．総論  

【総括判断】「県内経済は、緩やかに回復しつつある」 

 

項 目 前回（8年7月判断） 今回（8年10月判断） 
前回 
比較 

総括判断 緩やかに回復しつつある 緩やかに回復しつつある 
 

（注）8年10月判断は、前回8年7月判断以降、足下の状況までを含めた期間で判断している。 

（判断の要点） 

 個人消費は、回復しつつある。生産活動は、緩やかに持ち直しつつある。雇用情勢は、持ち直しのテン
ポが緩やかになっている。 

【各項目の判断】 

項 目 前回（8年7月判断） 今回（8年10月判断） 
前回 
比較 

個人消費 回復しつつある 回復しつつある  

生産活動 緩やかに持ち直しつつある 緩やかに持ち直しつつある  

雇用情勢 持ち直しのテンポが緩やかになっている 持ち直しのテンポが緩やかになっている  

設備投資 8年度は増加見込みとなっている 8年度は増加見込みとなっている  

企業収益 8年度は減益見込みとなっている 8年度は増益見込みとなっている  

企業の 

景況感 
「下降」超となっている 「下降」超となっている  

住宅建設 前年を下回っている 前年を下回っている  

公共事業 前年を上回っている 前年を上回っている  

【先行き】 

先行きについては、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果が緩やかな回復を支えることが期待される
ものの、中東情勢の影響を注視する必要がある。また、金融資本市場の変動の影響などに注意する必要が
ある。 

 

2．各論 
◼ 個人消費 「回復しつつある」 
コンビニエンスストア販売額、ホームセンター販売額は前年を下回っているものの、百貨店・スーパー販売額、

ドラッグストア販売額、家電大型専門店販売額は前年を上回っている。乗用車新車登録届出台数は前年を上回って
いる。また、宿泊や飲食サービスについては回復しつつある。このように、個人消費は回復しつつある。 
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（主なヒアリング結果） 

➢ 前年に比べて気温が低く推移したことに加え、天候不順の影響から遠方への外出を控え、近場で過ごす傾向が強まったこ

とで来店客数は好調に推移。その結果、売上高も前年を上回った。（百貨店・スーパー） 

➢ 消費者の節約志向の高まりを背景に低価格帯の PB 商品の拡充をしており、割安感を打ち出した販売を強化したことによ

り、売行きが好調である。（百貨店・スーパー） 

➢ 気温低下や台風等、悪天候が続いたことも影響し客数は前年を下回った。（コンビニエンスストア） 

➢ 4～5月に中東情勢の影響による買占め需要があったことから、前期比では苦戦したものの、来店客数を維持できたことか

ら、売上高は前年を上回っている。（ドラッグストア） 

➢ 省エネ基準引上げを見据えた買替え需要により、7～8月はエアコンの売上げが好調だったため、売上高は前年を上回って

推移した。（家電量販店） 

➢ 物価高等により生活必需品を優先する動きがあったことに加えて、天候不順により植物や園芸用品の需要が振るわなかっ

たことから、売上げは前年を下回った。（ホームセンター） 

➢ メーカーからの供給が堅調に推移していることもあり、納車までの期間が短縮し、売上台数が増加傾向。（自動車販売） 

➢ サラダなどのサイドメニューの充実を図ることで、客単価が上昇し、売上高は堅調に推移している。（飲食サービス） 

➢ 天候不良の影響により、地域の観光客数は減少しているものの、宿泊事業は天候の影響を受けにくいため、予約状況は堅

調。客室数の増加もあって、宿泊客数は前年を上回って推移している。（宿泊） 

◼ 生産活動 「緩やかに持ち直しつつある」 

 鉱工業生産指数を業種別にみると、電気機械などが低下している一方、輸送機械、生産用機械、化学などが上昇

していることから、全体としては、緩やかに持ち直しつつある。 

➢ 主要取引先からの受注が減少傾向にあるものの、県外の他工場での生産分の一部が本工場に割り当てられたこともあり、

生産量は増加。（輸送機械） 

➢ 中東情勢の影響により、原料の調達に遅れが生じ、生産にも遅延が発生したことから、4～6 月の生産量は減少したもの

の、7月以降は調達環境の改善に伴い、生産量は回復基調で推移している。（化学） 

➢ 主要製品の販売市場において競争が激化しており、他社が割引戦略でシェア拡大を図るなか、割引をせず高付加価値品を

供給する方針の当社のシェアは低下傾向にあり、生産台数も減少している。（電気機械） 

 

◼ 雇用情勢 「持ち直しのテンポが緩やかになっている」  

 企業は人手不足の状況にあり、有効求人倍率は低下しているものの、新規求人数は増加している。雇用情勢は、

持ち直しのテンポが緩やかになっている。 

➢ 製造部門で人手不足の状況が続いている。非正規社員の活用により人員を補うとともに、包装ラインにロボットを導入し

省人化を進めている。（製造） 

➢ 人手不足を背景に、精肉などの加工部門の業務を標準化し、複数部門に精通した人材の育成に取り組んでいる。（小売） 

◼ 設備投資 「8年度は増加見込みとなっている」（全規模・全産業）「法人企業景気予測調査」8年7～9月期 

 ○ 8年度の設備投資計画額をみると、製造業では前年比9.2％の増加見込み、非製造業では同6.2％の増加見込

みとなっており、全産業では同8.4％の増加見込みとなっている。 

◼ 企業収益 「8年度は増益見込みとなっている」（全規模）「法人企業景気予測調査」8年7～9月期 
 ○ 8 年度の経常利益（除く「電気・ガス・水道業」、「金融業、保険業」）をみると、製造業では前年比 4.6％の

増益見込み、非製造業では同 2.7％の減益見込みとなっており、全規模では同 2.4％の増益見込みとなってい

る。 

◼ 企業の景況感 「『下降』超となっている」（全規模・全産業）「法人企業景気予測調査」8年7～9月期 

 ○ 企業の景況判断 BSI を現状判断についてみると、全規模・全産業で「下降」超となっている。なお、先行き

について、全規模・全産業でみると、8年10～12月期は「上昇」超に転じる見通しとなっている。 

◼ 住宅建設 「前年を下回っている」 

 ○ 新設住宅着工戸数をみると、持家、貸家、分譲住宅のいずれも前年を下回っており、全体として前年を下回

っている。 

◼ 公共事業 「前年を上回っている」 

 ○ 前払金保証請負金額をみると、国、県、市町のいずれも前年を上回っており、全体として前年を上回ってい

る。 

◼ 企業倒産 「倒産件数は前年を下回ったものの負債総額は前年を上回っている」 
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回復しつつある
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出典 ： 「商業動態統計」(経済産業省)を加工　※全店ベース
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出典 ： 「商業動態統計」(経済産業省)を加工　※全店ベース

出典 ： 「商業動態統計」(経済産業省)を加工　※全店ベース
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［グラフ1］

出典 ： 「商業動態統計」(経済産業省)を加工　※全店ベース
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［グラフ5］

［グラフ6］

出典 ： 「新車登録台数」((一社)日本自動車販売協会連合会)を加工、「軽四輪車県別新車販売台数」((一社)全国軽自動車協会連合会)を加工

出典 ： 「商業動態統計」(経済産業省)を加工　※全店ベース

出典 ： 「栃木県鉱工業指数」(栃木県)を加工

［グラフ7］

出典 ： 「栃木県鉱工業指数」(栃木県)を加工

2．生産活動

［グラフ8］

緩やかに持ち直しつつある
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3．雇用情勢

出典 ： 「一般職業紹介状況(職業安定業務統計)」(厚生労働省)を加工　※新規学卒者を除きパートタイムを含む

出典 ：「労働市場のようす」（栃木労働局）を加工

出典 ： 「法人企業景気予測調査(令和8年7～9月期)栃木県分」(宇都宮財務事務所)

持ち直しのテンポが緩やかになっている

［グラフ11］

［グラフ9］

［グラフ10］
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出典 ： 「法人企業景気予測調査(令和8年7～9月期)栃木県分」(宇都宮財務事務所)

［グラフ13］

出典 ： 「法人企業景気予測調査(令和8年7～9月期)栃木県分」(宇都宮財務事務所)

4．設備投資

5．企業収益

［グラフ12］

8年度は増加見込みとなっている

8年度は増益見込みとなっている

出典 ： 「住宅着工統計」(国土交通省)を加工

［グラフ14］

「下降」超となっている

前年を下回っている
7．住宅建設

［グラフ15］

出典 ： 「法人企業景気予測調査(令和8年7～9月期)栃木県分」(宇都宮財務事務所)

6．企業の景況感
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出典 ： 「栃木県内企業倒産整理状況」(㈱東京商工リサーチ 宇都宮支店)を加工

［グラフ18］

出典 ： 「栃木県内企業倒産整理状況」(㈱東京商工リサーチ 宇都宮支店)を加工

8．公共事業
前年を上回っている

［グラフ16］

出典 ： 「公共工事前払金保証統計」(北海道建設業信用保証㈱、東日本建設業保証㈱、西日本建設業保証㈱)を加工

［グラフ17］

9．企業倒産
倒産件数は前年を下回ったものの負債総額は前年を上回っている
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